
オタド、マリ沼の鳥

小杉和樹

はじめに

オタドマリ沼は四季を通して鳥類を副察することができ、特に春季、枇季の控り期には多くの旅

烏が訪れ、利尻島の中では最も島相が盟かな地埴である。文、この地区は刊尻島の散沙ない湖沼地

帯として、観察される種も水鳥類等を中心に特色のあるものとなっている。

そこで、オタドマリ沼白状況と併せて1987年-19四年までに観察された鳥類についてまとめてみ

た。

1 オタドマリ沼とその周辺町慨況

オタドマリ沼は、 "J尻島の南南東、沼浦地区に位置し(図[)ウルム氷期の爆裂火口跡にできた

周鴎1.3岡，百元首8ha 平均水深O.9mの島内で最も大きな沼である。こ申地区 帯は自酷環境に恵

まれ風光aJ3~J'Iゆえに観光等で訪れる人も多〈、環境等の変化が気づかわれるところでもある。

図 1 ~タドマリ沼の位置と概念図
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時1の周辺は、南側が海岸まで平坦で、あとの三方は小高い丘状となって沼を取り陸jんでいるが、

開放的である。

Eに、 m醐は島内を一周する道路と接近し、 ttな斜面となってせりあがり、ヤナギやヤマグワ等

の制い帯状の林となっている。北から西にかけては、アカエゾマツの林が広がり湿地となってい

る。そして、そ由林が撞切れる辺りに o. 8km程隔てて三日月泊と呼ばれる小さな樹がある.南剛

は、観止用申レストハウスやトイレ等の建物炉建ち駐車場が投置され、民家も数軒近くに建ってい

る。

沼岸にはキタヨンが宙生し、北側と南側は特に湿地が広く、キタヨンのなかにヒオウギアヤメ

エゾイソツツ i人ハイイヌツゲ等が点在し、北側沼中にはネムロコホウ不自群描が見られる。そし

て岸に沿うて沼を一周する遊歩道があり、幅 1m躍で両側にはリ γI) 'Y タウルシ?コクワ，ヤマブ

ドウ。ツルウメモドキ。アキグミ!ヤマグワ帯が点在し、特にヤナギが多く見られる。

他に、の地場で観察できる烏額以外の動物として、略乳3出では昭和 8年に移入されたイタチだけ

が少数観察される。又、沼にはフナ、ドジョウ由魚類が生息しサギ類やトピの個になってL、る。昆

虫類では、遊歩道にアリの巣が多く色申書されるとともに、晩互の頃からトンボが多く飛びその種類

も多い。

Z オタドマリ沼町季節変化

オタドマリ沼は、開年 4 月中切臨まで氷で壇われ、 10日程かけて徐々に水面i.唱再き下旬にはす勺

かり氷も融け、ウミネコ，オオセグロカモメといったカモメ類が聾を見せ出す。そして、出岸では

ハクセキレイやアオグといった檀来の早い草応が見られるとともに少散のカモ類が飛来しだす。

春季の控り期は 5 月上旬から下旬までが厳も盛んで、 E出の控来とあいまって賑やかな時期であ

写真 1 オタドマリ全景(南側沼簿より)
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写真2. 1966, 6.26 タカプンギ 19泌8年には

このように沼障が予潟化し、そこへ多くのンギ

チド υ類が訪れた。

小杉手口樹オタドマリ沼の鳥

る。しかし、その時期を過ぎて 6 月になると、亙

唱だけとはりそれらも繁殖期となり多くは観聾さ

れむい。文、この時期から利尻島の観光ソ ズン

が始まりハソプトガラスが人の強匝を狙今て聾ま

るのが多くなる。

7 月になると、賠殖の早しり、クセキレイやノピ

タキ等の幼鳥が見られるようになり、匙吊であれ

ばこの糠な状躍が 8 月下旬頃まで続くが、 1988 年

は盟期の雨量が極拙に少なかったために沼の水位

が下がり沼岸が子潟化 L ンギ チドリ類の絶好の

揖餌箇所となったことで 8 月中旬からンギーチド

リ類が良く観察された。

8 月下旬からいよいよ枇季の控りが始まるが、

カモ類がほとんと'で 9 月中旬には豆島の多くが置

去し、 10 月にはツグミや少数回ミヤマホオクロが

見られると後は、世去の遅いベニマンコ。カワラ

写真3. 1966.5. 5 ダイサギとコサギ ヒワ，ハクセキレイミ与が時折見られるだけとな

サギ績が比鮫的多〈鰻寮されるのも特磁である@

る。

10 月下旬頃からいよいよ水面カ往来ったり融けた

りを掛り返し、儲かに残った水面を見つけてはカ

モメ績や少数回カモ顕が最後に訪れ、 II 月下旬に

は完全に氷で誼われる。

水面が閉ざされてからは、アカエゾマツの休に

カラ類や少数のケラ類が見られるだけとなる.

Z オタドマリ沼で観察された鳥類

1回7年から 1988年までの 2年間に観察された橿i参院のとおりである。尚、 E島、冬尚、閉店、肺

烏の区分については.'1尻品を基準にした。

カイソプリ目 PODICIDEDIFORMES

カイツプリ科 Podicipitidae

1 カイツプリ Podicepsruficollis hiι 向

19 町. 11.2 に l 羽がキンクロハジロと共に嗣聾され、 11. 7' こは同一個体と思われる 1 羽がメヌ

ウンョロ沼でも観察された。 1岨8. 5.3 には i 羽だけ絞楽された。
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コウノトリ自 PELECAN¥FORMES

サギ科 Ardeidae

2 ゴイサギ Nycticoraxnycticorax 旅烏

1988, 10, 9 にカラスに追われアカエゾマ Yの休に逃げ込む成品 1 羽が観察されたo

Z アマサギ BubuIcusibis r~ 白

1曲7 ， 9 ， 2--5 に沼岸又は樹上に観察された。 9， 2 は l 羽だったが 9 ， 5 には 3 羽が観察され

た。 1988 ， 5 ， 21 には l 羽が沼障で観察された。

4 ダイサギ Egretta alba 肱白

1988 ， 5 ， 2--7 までの 68 間協俸に 1 羽が観察された 0

5 チュウサギ Egretta intcrmed 泊旅烏

1988 ， 5 ， 2.3 の 28m 市百障に 1羽が観察され、 5 ， 21 にも 1 羽が観察された。

&コサギ Egrcttagarzttn 肱烏

19 肘， 9 , 2 沼俸に 1 羽が観察された。開， 5 , 5 前述のダイサギと共に観察された。

?アオサギ Ardea cine四a 肺同

19肝年は、 8月上旬から 4-5 羽が 9 月下旬まで観察され、最大教は 7 羽だった。 1988年は、 3

月下旬に渡来し、断続的に 5 月下旬頃まで観察された桂、 8 月上旬まで観察M摘し 10月下旬まで

1-2 羽が盟察された。

ガノカモ目 ANSERIFORMES

ガンカモ科 Anatidae

&オンド T) Aixgalericulata 旅烏

1988 ， 7 ， 9--11 までの 3 日悶に 1 羽(若鳥 0' 雌)が観察された。同年 9 ， 18雌 I 羽観察された。

a マガモ Anasplalyrhynchos 線鳥

1987, 11, 2Iこ雌 i 羽、同年11 ， 15には雄(賠描羽)が 1 剥観第された。 1988 ， 10 ， 23 は雄 l 羽、同

年1 1， 12に雌 1 羽が飯察された。

10 カルガモ Anaspoecilorhyncha 蹄品

1田7， 9 ， 23 に 1 羽が観察された。

11 コガモ Anas目前 en 旅烏

オタドマリ沼に飛来するガンカモ科の睡ではも勺とも散が多く、男 t来期 iWe'も長し、。

1987 年白初認，;I. 8， 30、終訟は10， 180 1田8年は初認が 9 ， 4 、終認は10.23であった。

いままでの品大散は13羽で、春撃の飛来は極端に少なく 1988年は 5 ， 15に 1 つがし、だけであっ

た。

12 ヒドサガモ Anaspenelope 旅烏

1988, 5 , 21-- 7 ， 10まで燦 l 羽が断続的に観察され、1田8， 10， 8--9 には l 羽が観察された。

13. オナガガモ Anasacuia 旅ぬ
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コガモにどたいで多〈飛来する種である。 19町年の相認は10， 17、終認は 1 1， 7 0 19師年は初認10.

8.終認10， 23であった。宜、コガモと同楠で春季目飛来は1>ない。

14 ホンハジロ Aythyaforina 旅烏

科尻島では秋季の理い時期に港内等で少数が観察されるが、オタドマリ沼では 19 計. 11, 2 に雄 1

羽が観察されただけである。

1 5.キノクロハヅロ Aythyafuligula. 旅烏

1987 , 11 , 2 に雄 1 羽。 1988 ， 10, 2 に雄 1 羽が組事された。

1&スズガモ Aythyamarila 甜柑 2

，'j尻島でも観察ii1が少なく、 1988 ， 7 ， 11 白亜聞に i 羽が観察され 9.23 にも雄 1 羽が紗濃された。

1 7.ホオジロガモ Bucephalaclangula jfr氏烏

スズガモと悶織で利尻島でも観媛倒が少なく、 1988 ， 11, 6 に雌 i 羽が観接された。

18 カワアイサ Mergusmerganser 旅品

1抽7.11 ， 7-8 5 羽が観察された。

ワ νタカ目 FALCONIFORMES

ワ〉ノタカ科 Accipitridae

19. 卜ピ Milvusmigrans 里烏

，'1尻島ではオタドマリ沼付近だけで観察され、毎年 4 月上旬に控来し 10 月下旬頃まで観察され

る。監殖の可能性があるが幼鳥や若鳥の観察は輔い。

2O. ハイタカ Accipiternisus rz.C',;

1988, 8 ， 28に沼岸で採個中町トウネノを狙い陣下するのが 1 羽観察された.

21.ハヤブサ Falco pe四grmus 耳鳥

1田8， 10 ， 2-阻まて叩問、 1 羽観察され、よくコガモの群れを狙って~¥t::。

22. チゴハヤブサ Falcosubbuteo 旅烏

1988, 9.18(ワンタカ類誼り調査時)に上空でトンボを捕らえているのが 2 羽観祭された。

Yル目 GRUIFORMES

クイナ科 Rallidae

23 ヒメクイナ Porzanapusilla 旅烏

1988, 5 , 7-21まで沼岸のキタヨシの茂みの中などを出入りしているのが観察された。

チドリ目 CHARADRIIFORMES

チドリ干ヰ Charadriidae

24. コチドリ Characlriusdubius 掠鳥

1988, 8 ， 12-14に l 羽が地の νギ科の種と共に観察された。

51



利尻町立憾物館年報第8集 19B9

25. メダイチドリ Charadriusmongolus 旅Q

利尻島では、秋季の置り朋に海岸で多く観察される腫である。 1国8， 9 , 12に 1 5J']が他のンギ科の

種とともに観察された。

シギ科 Scolopacidae

26. トウネン CalidrisruficolJis 旅烏

メダイチドリと同僚で海岸で多く観察される。 1988 ， 8 ， 27-9 ， 11 まで 3- 4 羽が観察された。

27 アオアシンギ Tringanebularia 旅烏

19 剖. 9. 日に 1 羽が泊岸で他の撞とは離れて観察された。

2 8.クサンギ Tringa 田hropus 旅烏

1987, 10, 4 に 3 羽が沼燥で観察された。 l拙8， 5 , 7 には 2 平が沼岸で観察された。

29. タカプンギ Tringa glarcola 旅烏

1988 年に、最も多く飛来した種である。8.. 9 に初 E悲し、 9 ， 11 まで観察され最大 15 羽を数えた。

3O. キアンンギ Tringa brevipes 旅込

海岸では最も飛来教の多い睡であるが、 1田8， 8.14に l 羽観察された。

31 イソンギ Tringa hypoleucos 旅烏

19剖， 5 , 7 に 1 羽、 1叫8 ， 8 ， 27に l 羽が沼岸で間接された。

3且オオジンギ Gallinago hardwickii 亙品

5 月上旬からディスプレイ目フライトが観察されるとともに、早朝臨似しているのが観察され

た。

33. タンギ Callinago gallinago 肺鳥

1988 ， 5 ， 12の阜朝沼岸で保削しているのが 2 羽観察された。

ヒレアンンギ科Hlalaro戸副也8

34 アカエリヒレアゾーノギ Phalaropuslobatus 旅烏

19 剖， 9 , 18に群れからはぐれたと思われる i 羽ヵ、観察された。その時期 8 ， 20に海上で南下群が

少数で観察された。

カモメ科 Laridae

35 ユリカモメ Larusridibundus 旅烏

19 剖， 11, 6Iこ若鳥 3 羽が観察されたロ

36. オオセグロカモメ Larusschistisagus 留砧

水面白氷が融け始める頃から水面が凍るまで観察される。教は多い。

37 ワンカモメ Larusglaucescens 冬鳥

10月上勾に直県し、オオセグロカモメと共に観察された。
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aa;ノロカモメ L町us hyperbareus冬島

10月上旬に援来 L、オオセグロカモメと共に輯察された.

39. カモメ Laruscanus 雌鳥

19曲 12. 4 にオオセグロカモメ務中に 1叩羽程が岨察された.当日及び前日は低気圧の通過に伴

い大荒れの天候であ qた.

40 ウミネ::J Laruscr 回'"苗 tris Jl鳥

オオセグロカモメと問機で水面が聞いている問中田草される.

ハ卜目 COLUMBlFORMES

ハト科 Co lumbid 田

41 キジバ卜 Streptopcliaorientalis 豆島

5月中旬に置釆 L、避歩道脇や上空を飛ぶのが観察された。

ホトトギス目 CUCULIFORMES

ホトトギス科 Cuculiclac

4~ カッコウ Cuculuscanorus Jl島

他の地繊に比べて、観軍倒は少江い.

4lツツドリ CuculusaaturalUB l[.J鳥

カッコウと同樺で、観察倒は少はい.

アマツ"メ目 APODlFORMES

アマツバメ科 Ap吋idae

"ハリオアマツバメ Chaeturacaudacu 拍車晶

6月上旬に置来し、アマ yパメの鮮れに理じってj>散が組事された。

'5 アマツ"メ Apuspacificus II 品

6 月上切に誼来 L 、 9 月下旬凶まで観察された。

ブッポウソゥ目 CORACIlFORMES

カワセミ科 Al四dinidas

..カワセミ Al四do aUh 泊旅島

1988.9.18 、偉物館主催の揮烏金時に l 羽が観察された o "'1 尻島では藍殖していないと考えられ

書行による連行倒と恩われる.
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キツツキ自 PICIFORMES

キツツキ科 Picidae

47. 7 リスイ Jynxlorquilla II 鳥

4 月下旬に誼来 L、その時期噌りが多〈聞かれるが、夏期の組事は少なくむる.

4aアカゲラ D叩d' 師。 pas major 留島

少量ではあるが、周年観草される.

49. コアカゲラ D叩d，由。際謁 minor 留島

1988 ， 11 ， 8 に沼岸の柳の畿で毘個している l 羽が観察された.

スズメ目 PASSERJFORMES

ヒパリ科 Alaudid 帥

50. ヒパリ Alaudaarvensis .Jl品

3 月下旬に誼米し、駐車場付近等でそ白時期だけ組事される。

ツパメ科 Hirund.inidae

51 ν ョウドウツパメ Ripariarip 町，. 侃烏

1988 ， 5.7 ツバメ群中に 1 羽が岨察されたが、利尻島では現在のところ繁殖位確認されてい江

弘、.

sa ツパメ Hirundorusli 四雌鳥(一節が膏殖)

1987 ， 9.2-5 までの問、改lO羽程の南下する群れが臨察された.

1988 ， 5.5- 担までの問、 50 羽程の群れが盟察され、 1988 相手利尻島でも聾殖することが磁認さ

れた.

5l コシアカツパメ Hirumdodaurica .8'iE:烏

i田8， 5 ， 5- 担までの問、前述のツパメ群中に 3 羽が観察された。

セキレイ科 MOlacilliduc

54. ツメナガセキレイ Motacillanava 服烏

1988.5 , 12-25までの間 3 羽が沼岸で観察された。いずれもキマユ γメナガセキレイ (M .f .taiu

-ana)であった。

5~ キセキレイ Motacillacine 同. 1'.鳥

3 月下旬に量来するが、その散は少忽〈、 9 月中旬に若 S誌が多く岨察された.

sa ハクセキレイ Motacillaalba • ..1鳥

3 月下旬に置釆L、 11月中旬に置去する.オタドマリ沼では多〈盟察される種である. 7 月上旬

に怠ると幼鳥が匝奈されだす。
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モズn Lanidae

57 モズ Laniusbucephalus .u鳥

5 月上旬に護来し、その時期にはよく匝察されるが、置期から秋季には盟要草されは〈なる.

Yグミ亜科 Turdinae

5& コマドリ Erithacusakahige J[鳥

4 月から咽りが聞かれ、沼周辺の置厳に多い。

59. ノゴマ Erithacuscalliope Jl烏

4 月下旬に瞳来 L沼岸近くのイタドリの茂みで観察された.

6O. ルリビタキ Tarsigercyanurus l1..1烏

4 月下旬に控米し、最初は雌と若島が多く観葉され、置期から秋季には脱原側が少な L 、。

61. ;;ョウピタキ Phoenicurus aurorous 臨島

理学撃と枇季の誼り朋に少量が副操される。 1988. 5.8 と 10 ， 16 に i 羽が観察された.

6l ノピタキ Sa xi 叩la torquata I鳥

4 月下旬に誼来 L、その散ら多い.

6a アカハラ Turduschrysolaus l':.鳥

5 月上旬に置来 L、その時期には多〈担，要された.

64 ツグミ Turdusnaumanni 雌鳥

容季は 4 月上旬~下旬に書挫し、放季は 10.月上旬~下旬に飛来する.也Lt，町相手多くの個体が

越冬していた.

ウグイス亜科 Sylvinae

6 5.ヤプサメ Gettiasquamci 回伊豆島

散は多いものの薮中にいることと咽りが聞き取りに«、オタドマリ沼では 9 月上旬 -10 月上旬

に鳴声と聾が観察される.

同ウグイス Cettia di 帥加 e 車砧

4 月下旬に控来し 7 月上旬噛まで噌りが聞かれ、その散は多い。

67.エゾセンニュウ Locustellafasciolata 星。烏

6月上旬に誼来 L、咽りが多〈聞かれる。

6&ν マセンニュウ L田uste l1 a 叫hotensis J[鳥

6 月中旬に量来 L、キタヨ νの中に観察されることが多い.

69 キクイタダキ Regulus 四gulus 留鳥

tJ<'¥から春季までアカエプマツの株中に少量が鰻察される.
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ヒタキ亜科 Muscicapinac

7o. マミジロキビタキ Ficedulazanthopyg 泊旅烏

l開8， 5 ， 26 の早朝に沼俸の柳の肢に雌 1 羽が観察された。

71 キビタキ Ficedulanarcissina J:J..覇市

5 月下切に控釆し、その時期生教が観察される。

72. ムギマキ町田 dula mugimaki 脈烏

l田8， 5 ， 22 の夕方に沼停の柳の校に雄 l 羽が観察された。

7aォジロピタキ Ficedulaparva 旅烏

1同8 ， 5， 221こ前途のムギマキの観察直後、雄 1 羽附臨摂された。

74 オオルリ Cyanoptilacyanomelana Y.鳥

5 月上旬に誼来し、その時期生散が観察される。

?旦サメビタキ Muscicapasibirica xl 烏

5 月中旬に誼来 t、その時期採制している個体が多く観察される。

76. エゾヒタキ Muscicapagriseisticta 肺鳥

5 月下旬に融米L. 1 週間程観察され、冬羽由個体カザ台どである.秋季は 9 月中旬に飛来するがご

く少数である。

17 コサメピタキ Musciapalatirostris bl 烏

5 月中旬に渡米 L、サメピタキとともに多〈観察される。

エナガ科 AegithnJidne

78 エナガ Aegithaloscaudatus 留鳥

冬季だけアカエノマ Y林中にj>教が観察される。

79 ハソプトガラ Paruspalustris 宮島

陪l年観察される。 E却jは沼岸付近でも観聾されるが冬事にはアカエゾマツ林中から出ることは少

fよし、@

80 ヒガラ Parusater 留鳥

周年観察されカラ頬ではもっとも散が多し、

81 ソグュウカラ Parusmajor 留品

周年観察されるが、多くはなし、。冬季はハシプ卜ガラ問樟泊岸付近での観棋は少な L 、。

82 ルリガラ Paruscyanus 迷鳥

1987 , 11, 8 に沼俸の棚叩枝で控僻している 1 羽が観察された。

ゴジュウカラ科 Sittidae

83 ゴゾュウカラ Sittaeuropaea 留品

周年組察される。
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キパンリ科Certhiidae

8<キJξシ 1) Cerlhiaramiliaris 留鳥

冬季だけアカァゾマ Y林中に少数値家される.

ホオヅロ科 Emberizid 帥

85.ホオクロ Emberizacioides 篠島

..，民畠では蹄烏として観察され、オタドマリ招以外は盟事例泊り Pなく 5 月中旬に飛来する.

8a ヵシラダカ Emberizarustics 旅烏

春季は 4 月下旬 -5 月上旬、秋季は 10 月中旬に飛来するが、秋宰は少数である.

87. ミヤマホオヅロ Emheriz8eJ,egans 蹄烏

容季は 3 月下旬-4月上旬、秋季は10月中切に飛来し、その散は多し、。

88 ンマアオン Embcriz8aureola 亜局

5 月下旬に誼来するが樋〈少量である。

8R ァオジ Emberi z.a印。 docephala l!鳥

4 月下旬に置来 L、 10 月下旬頃渡去する.その散は多〈、オタドマリ沼沼障では優占置である.

9Q オオジュリン Emheriz8schoeniclus U

5 月下旬に叢来するが、その時期に少数が盟察される.. 1988年には11. 12に 1 羽が凍q た水面に

盟聾された.

アトリ科 Fringillidae

91 アトリ Fringillamontifringilla 旅烏

春季 (4 月下旬 -5 月中旬〉だけ少量の群れで飽察される.

9~ カワラヒワ Carduelissinica J1.鳥

4 月上旬に控来 L、 10 月下切に置去する。普通に観察される.

93ペニマレノコ Urag-ussibiricus Jl出

4 月下旬に誼来し、 11 月よ旬に世去する。沼岸では普通に観策される。時間年には 11 ，阻まで観

察された.

9< ウソ Pyrrhulapyrrhula 留鳥

利尻島ではウソ (P .p.griseiventris) 、アカウソ (P.p.r 抽a叫a) 、ベニパラウソ (P.p 岨85imii)

の3亜種が盟察されるがオタドマリ沼ではウソが亘闘に観察される.

ハタオドリ科 Pass 町rutilans

9 5.スズメ Passermontanus 留鳥

容から秋までの問、付近の民家脇等で少散が観察される.
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分 穎
オタドマリ沼 や1 尻 島

極 数 割合同) 極 数 割合(引

夏 偽 34 34 74 41

冬 ~ 2 2 20 11

留 Eる 16 16 25 14

8寝 局 47 48 62 34

2十 ω 100 181 100

利尻町立湾物館年報第8J1l I側9

カラス本キ Corvida

96. カケス Garrulusglandarius 留品

春季及び秋季に少数が綴察される。

97 ホンガラス Nucifragaeaγyo 阻tactes 留鳥

秋季に稿に観察される。

日ハンポソガラス Corvus carone 留島

周年観察されるが、教は少ない。

99. ハンプ卜ガラス Corvusmacrorhynchos 留込

周年観察され、その数も多し、。但し、冬期聞はハシポソガラスとともに上空を飛ぶの Ii" 寺折鋭察

されるだけである。

4 考察

オタドマリ沼で嗣察された揮は以上の凹種であるが、こ自他 1987 ， 9 , 27にクロハラアジサシ類

のいずれかの種に崩する個体が 7 羽観察されJ、 1988 ， 10 回~叩にはオオハクチョウかコハクチョウ

かのどちらかの腫が10羽飛米していた情報がある。

観察された叩臨中、水島日6%、随鳥64%となっており、オタドマリ沼で観察される鳥類の特散と

して水鳥類の多いことが挙げられる。

又、これらの水鳥額はガン・カモ科と

サギ科が主で、春秋の置り聞だけに観

察されるものが多く、利尻島で観察さ

れる氷鳥類のほとんどが福島類の 部

を除き色時書されることになる。

表1 オタドマリ沼と利尻島での観嬢種の比般 表 1 は、これまでにオタドマリ沼と

fll尻島で鋭察された碕を 4 つのグル プに分類し、比較したものである。どちらも頗向としては同

線であり、豆島、旅烏が Btl]程を占めており、オタドマリ沼ではそれが一層顕著となる。特に、旅

白が全体白半分近くの46%を占めており、これは湖沼地格であることと技い範囲ながら湖沼 湿

地一草原森林等といった様々な環境が集まってい

ることに図るものと思われる。例えば手J尻島の北側

の版沼と比較した場合、姫沼は周囲O.8kmでオタド

マり沼より小さく標高150mの山中にあって背の高

いエゾマツやトドマツに固まれており、環境は森林

地帯に近L、。鳥類もカラ類やキツ Yキ類といった奈

林性のものが多く、春・秋の誼り却lに傾く少数のカ

モ類等が観察されるだけで、オタドマリ沼の環境が
写真< 19関 5. 引 ヒドリガモ(♀〉遊歩

道脇で草の葉を食ぺていた。 層興味探いものとなる。
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表Z 春季と枚季の飛来覆磁の比舷

分 頭 容 耳障

'"
季

カイツプリ Sヰ 。 1
サ '"ｫ 8 4

ガン・カモ科 2 11

ワシ・タカ« 。 1
タ イ ナ科 i 。

ンギ・チドリ科 3 9

カ モ メ 科 。 3

カワセミ« 。 1
ツ ，、 メ ｫ 3 1
小型鳴食領 11 6

計 26 37

小杉和樹オタドマリ沼の鳥

E烏の曹殖についてはほとんどが未調査であるた

めに報告由来ないが、豆島田大節分は沼周辺で聾殖

していると考えられる.しかし、蓋 1で明らかはよ

うに夏烏は利尻島で記揖された半世程度で量地を好

むシマアオジやオオジュリンでさえ少散が観察され

るだけであり、その他についても驚殖期の制強聞は

多〈ない.これはオタドマリ沼の広さや、人的指II'

曹によると思われる.

又、 r利尻島町励 j (小杉 1間的で邸周とした、

湖沼地帯でのカモ類措殖(斉藤 1肝心についてはこ

の2年間で抽艇は出来なかったが、繁殖節!の叩品と

してオシドリ ヒドリガモの 2曜があった。

査 2 は、オタドマリ沼における枯烏の格率と砂〈季

申飛来を離散で比躍したものである.

単純に種融で比岐したばあい、秋季の置り期に観

聾される橿念事いものの、ガン カモ科のように春

季の置り期には沼が結氷していて飛来出来ずに、他

地崎直融曹にようて出来た水溜まりなどへ飛来して

写真阜 1醐弘 7コシアカツパメ いることもある .x 、 γギ科の橿についても前述の

とおり 19岨年特有のものであり、 1抽7年では飛津教は少はも、 o 1979.7.28 白早稲田大学生物同好会

の観察でも量り聞として時期は早いがタカプシギ 3 羽を観獲しただげであり、すぐに飛び立勺たこ

とから熔辺白湿地が聾遣していないことをあげており{早稲田大学生物同好会 19 田〉通常では春

秋とも飛来は少なく大畳はない.

亜に、小型鳴禽顕とした掴では、容季だけ由記揖がマミジロキビタキ オクロジタキ ムギマ

キ アトリ ホオクロ ツメナガセキレイ白 6種、春季・秋宰どちらも記輝されたのはジョウピタ

キ ツグミ ヱゾヒタキ カユノラガタ ミヤマホオヅロの昨凪軟季だけの記錦はルリガラだけで

あり、これらを考え併せれば稼季 秋季における差異はそれほど大きくはいものの都季 (5 月上

旬}には飛来が多いようである。

以上のことから、利尻島に飛来する旅烏にとうてオタドマリ沼はとりわけ重要な地騒であり、荒

天時に通常飛来することの叫引が度々臨察されることから置難地としても利用されていることが

考えられる.

最後に、オタドマリ泊カ中 j尻島で野鳥観察をする際、身近で自融環境に車まオ弘多〈の烏たちと

出金える素晴らしいフィルドであることを思い、も、つまでもその眉墳が鳥たちとともに保たれるこ

とを切望する。

小草事 1樹 日本野鳥の岳遭北支録会員
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